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東大和市消防団員募集
東大和市消防団では、市民の生命・財産を守るため、ともに活

動する団員を募集しています。また、女性消防団員も募集してい
ます。防災安全課(市役所３階)までご連絡ください。
　「消防団員」は、火災や災害が発生した時に、自宅や職場から
現場へ駆けつけ、地域での経験を活かした消火活動・救助活動等
を行う、非常勤特別職の地方公務員です。
▷対象
　 市内在住または在勤で18歳以
上60歳未満の心身ともに健康
な方
▷待遇
　 報酬・手当支給、被服貸与、公
務員災害補償制度有り
▷問合せ
　防災安全課・内線1351まで。

東京2020オリンピック聖火ランナー募集
　東京都聖火リレー実行委員会では、来年行われる東京2020オリンピック
の聖火ランナーを募集しています。
　詳しくは、東京都聖火ランナー選考事務局のホームページをご確認くださ
い。右の二次元コードからアクセスできます。
▷募集期限　8月31日㈯まで
▷問合せ　東京都聖火ランナー選考事務局☎03-6277-2459へ。

◎東大和市でも聖火リレーを実施
　東京2020オリンピック聖火リレーは、令和2年3月か
ら日本全国を巡り、7月10日㈮から開会式当日までの
15日間については、都内全62区市町村をリレーします。
　東大和市では、令和2年7月14日㈫に聖火が市内を巡
ります。詳細な走行経路については、本年末頃に発表
される予定です。
▷問合せ　企画課・内線1423まで。 画像提供：Tokyo 2020

▷問合せ　 議会事務局・内線2002まで。
(ファクス042-563-5926）

開催日 会　議 内　容
9月3日㈫ 本会議 開会・議案の審議など
9月4日㈬～6日㈮・
9日㈪・10日㈫ 本会議 一般質問

9月12日㈭・13日㈮・
17日㈫

常　任
委員会 付託案件の審査など

9月18日㈬・19日㈭ 決算特別
委 員 会 平成30年度決算審査

9月24日㈫ 本会議 委員会審査報告など・閉会
※通常の会議時間は午前9時30分～正午、午後1時30分～5時です。
※手話通訳は1週間前までにお申し込みください。

令和元年第３回市議会定例会

全国瞬時警報システム(Ｊアラート)
全国一斉情報伝達訓練を実施します

　Ｊアラートとは、自然災害や国民保護に関して対処に時
間的余裕がない事態が発生した場合に、国が市の防災行政
無線を自動起動し、緊急情報を瞬時に伝達するシステムで
す。このシステムの情報伝達訓練を次の内容で実施します。
▷日時　8月28日㈬午前11時頃(予定）
▷放送内容　市内の防災行政無線から次の内容が放送され
ます。

「～チャイム～これは、Ｊアラートのテストです(3回繰り
返し)。こちらは、ぼうさい東大和です～チャイム～」

▷訓練予告　当日午前10時45分頃、防災行政無線及び東大
和市安全安心情報サービスにて事前にお知らせします。
▷問合せ　防災安全課・内線1353まで。

９月１日(日) 市立第三中学校午前９時～正午
※雨天決行・荒天中止

東大和市総合防災訓練

防
災
行
動
力
の
向
上
と

防
災
・
減
災
意
識
を
高
め
る

　
総
合
防
災
訓
練
は
、
市
職
員
を
対
象
と
し
た
非
常
時

優
先
業
務
の
確
認
訓
練
の
ほ
か
、
初
期
消
火
訓
練
や
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
の
市
民
参
加
型
訓
練
、
煙
体
験
や
備

蓄
食
料
の
試
食
と
い
っ
た
各
種
体
験
に
加
え
、
総
合
演

習
と
し
て
、
関
係
団
体
が
一
致
団
結
し
、
消
火
・
救
助
・

医
療
活
動
等
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

　
防
災
一
斉
行
動
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
訓
練
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
午
前
8
時
30
分
に
、
市
内
一
斉
に
防
災
行
政
無
線
で

地
震
発
生
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。
地
震
が
起
き
た

想
定
で
、
机
等
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
命
を
守
る
行
動
を

と
り
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
ご
家

庭
や
自
治
会
等
で
定
め
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
第
三

中
学
校
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
演
習
等
の
一
部
の
訓
練
を
中

止
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
持
参
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
防
災
安
全
課
・
内
線
１
３
５
４
ま
で
。



▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
な
ど

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
に

は
、
一
定
の
資
産
収
入
要
件
等

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
支
援
の
内
容

・
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
本

人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ
ご

◎
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

解
決
策
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
～

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

な
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と

し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
や

医
師
な
ど
に
相
談
も
で
き
ま
す
。

申
込
不
要
、
出
入
自
由
で
す
。

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
８
月
末
日
ま
で
有
効
な
○障 

受

給
者
証
を
お
持
ち
で
、
対
象
要

件
に
該
当
す
る
方
に
は
、
８
月

中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
４
（
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

内
線
１
１
２
８
）
ま
で
。

　

会
津
盆
地
を
一
望
で
き
る
三

ノ
倉
高
原
花
畑
で
「
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

200
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇

る
花
畑
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
地
場
産
品
等
の
販

売
、
フ
ィ
ル
ム
ス
テ
ン
ド
ア
ー

▽
料
金　

1
人
200
円
（
花
畑
整

備
の
た
め
の
協
力
金
）

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
熱
塩
加

納
総
合
支
所
産
業
建
設
課
☎
０

２
４
１
─
36
─
２
１
１
５
へ
。

▽
友
好
都
市
（
宿
泊
・
交
流
事

業
補
助
）
の
問
合
せ　

地
域
振

興
課
・
内
線
１
７
１
１
ま
で
。

ト
、
高
原
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演

奏
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

９
月
８
日
㈰
ま

で▽
開
催
場
所　

喜
多
方
市
熱
塩

加
納
町
相
田
字
北
権
現
森
甲
857

─
６

　

認
知
症
等
で
介
護
が
必
要
な

方
、
そ
の
介
護
者
、
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
ま
る
「
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ
の
」
を
定
期

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
介
護
の
悩
み

を
話
し
た
り
、
認
知
症
・
介
護

　

心
身
障
害
者
（
児
）
の
保
健

の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
、
東
京
都
が
医
療
費
の
一
部

を
助
成
す
る
○障 

医
療
費
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

左
表
の
と
お
り

※
○障 

受
給
者
証
交
付
の
た
め
に

は
、
対
象
要
件
に
該
当
す
る
方

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度

○障 

医
療
制
度
の
ご
案
内

く
ら
し
に
お
困
り
の
方
へ

友
好
都
市
観
光
情
報
「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
」

三
ノ
倉
高
原
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ

▽
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の

方▽
日
時　

８
月
22
日
㈭
、
９
月

26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

▽
場
所　

東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

▽
問
合
せ　

は
～
と
ふ
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─
516

─
３
９
８
２
へ
。

案
内
し
ま
す
。

・
状
況
に
よ
り
、
支
援
制
度
・

手
続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

◎
生
活
保
護
制
度

　

病
気
等
で
生
活
費
や
医
療
費

等
の
支
払
い
に
困
り
、
資
産
の

活
用
が
で
き
ず
、
他
か
ら
の
援

助
が
得
ら
れ
ず
に
日
常
の
生
活

が
困
難
と
な
っ
た
時
は
、
生
活

保
護
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
世
帯
の
困
窮

の
程
度
に
応
じ
て
援
助
を
行
い
、

そ
の
世
帯
の
生
活
の
自
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
福
祉
課
・
内

線
１
１
４
５
ま
で
。

７０歳以上の方へ

シルバーパス更新手続き
　９月30日が有効期限のシルバーパスをお持ちの方で、10月以降有効な
新しいパスを希望される方は、下表の会場で更新手続きをしてください。
費用・必要書類は左表のとおりです。
　なお、７月末現在シルバーパスをお持ちの方には、８月下旬に、東京
バス協会が「シルバーパス更新手続きのご案内・更新申込書・更新窓口
案内図」をご自宅に郵送します。
※�シルバーパスを８月・９月に購入された方は、パス購入時に、発行窓

口で更新関係書類一式が配布されるため、郵送はしません。
※新規購入を希望する方は、下記問合せ先にお問い合わせください。

▷問合せ　東京バス協会シルバーパス専用電話☎03‐5308‐6950へ。
期　　日 場　　所 時　　間

９月２日㈪～５日㈭ 東大和市シルバー人材センター

午前10時　　　
　　～午後４時

９月６日㈮ 奈良橋市民センター
９月９日㈪・10日㈫ 清原市民センター
９月11日㈬ 向原市民センター
９月12日㈭ 上北台市民センター
９月13日㈮ 桜が丘市民センター
９月17日㈫ 狭山公民館
９月18日㈬ 蔵敷公民館

９月19日㈭・20日㈮ 南街市民センター
９月24日㈫ 新堀地区会館

９月25日㈬～27日㈮
東大和市シルバー人材センター

９月30日㈪

更新対象者の課税・所得状況
必要な
費用

更新申込書
様式

更新時の
必要書類
（詳細は下記）

平成31年度
市民税課税状況

平成30年分
合計所得金額

非課税 － 1,000円 一部赤表記 ①
課税 125万円以下 1,000円 一部赤表記 ②
課税 125万円より多い 20,510円 一部赤表記 ③

課税（※） － 1,000円 一部青表記 ④
※�平成17年度の市民税が「非課税」であったことで、平成30年度経過措置の適用を受け、

昨年1,000円でパスの発行を受けた方

①　の　方：現在使用中のシルバーパス・本人確認書類・非課税を証明できる書類
②　の　方：現在使用中のシルバーパス・本人確認書類
　　　　　　　　　・合計所得金額が125万円以下であることを証明できる書類
③・④の方：現在使用中のシルバーパス・本人確認書類

更新時の必要書類

東大和市プレミアム付商品券の申請はお済みですか １０月からお買い物で使えるお得なプレミアム付商品券の申請を受け付けています。まだお手元に申請書がある方
はお早めに申請してください／問合せ　プレミアム付商品券事業コールセンター・内線３９１０まで

本人確認書類
保険証や運転免許証など住所・氏名・生年月日が確認できる書
類をお持ちください（パスポート・住民票は使用できません）

非課税を証明できる書類
以下のいずれか１点をお持ちください
•平成31年度介護保険料決定通知書
７月上旬に高齢介護課から郵送（再発行不可）
•平成31年度市民税非課税証明書
課税課で発行可（発行手数料がかかります）
•生活保護受給証明書

平成30年分の合計所得金額が
125万円以下であることを証明できる書類
以下のいずれか１点をお持ちください
•平成31年度介護保険料決定通知書
７月上旬に高齢介護課から郵送（再発行不可）
•平成31年度市民税課税証明書
課税課で発行可（発行手数料がかかります）

対象とならない方 対象となる方
•生活保護を受けている方
•東京都規則に定める施設に入所している方
•平成12年８月中に○障受給者証を有していなかった方
で、対象要件②に該当した時の年齢が65歳以上の
方

•平成12年８月中に○障受給者証を有していなかった方
で、対象要件②に該当した時の年齢が65歳未満で、
かつ65歳に達する日の前日までに○障受給者証の交付
申請を行わなかった方。ただし、次に該当する方は
除く。
•65歳に達する日の前日において生活保護を受
けていた方

•65歳に達する日の前日において東京都内に住
所を有していなかった方

•後期高齢者医療証の交付を受けている方で市民税が
課税されている方

次の①～④の要件全てを満たす方が対象です。
①住所要件：市内に住所を有する方
②障害要件：
　•身体障害者手帳１・２級（内部障害３級）の方
　•愛の手帳（療育手帳）１・２度の方
　•精神障害者保健福祉手帳１級の方
③医療保険給付要件：
国民健康保険または都が定める社会保険各法によ
る医療の給付が行われる方

④所得要件：
平成30年中の所得額（20歳未満の方の場合は世帯
主等）が下表の基準額以下の方

※基準額は、収
入から各種控
除を差し引い
たもの。

基準額
3,604,000円
3,984,000円
4,364,000円
4,744,000円

扶養親族等の人数
０人
１人
２人
３人
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◎
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

等
に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま

す
。
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換

や
保
育
士
に
子
育
て
の
相
談
も

で
き
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

　

市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
ま
た
、
東

大
和
市
で
の
子
育
て
を
応
援
す

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

幅
広
い
世
代
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
増
進
と
相
互
交

流
を
深
め
る
事
を
目
的
に
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
事
業
と
し
て

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
遊
ぼ

う
！
」
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬
店

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ま

つ
り
当
日
の
お
手
伝
い
を
し
て

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日　

・
９
月
６
日
㈮　

湖
畔
集
会
所

・
９
月
11
日
㈬　

仲
原
集
会
所

・
９
月
17
日
㈫　

さ
く
ら
が
お

か
児
童
館

・
９
月
24
日
㈫　

む
こ
う
は
ら

児
童
館

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

◎
０
歳
児
親
子
の
開
放
日

　

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

友
だ
ち
づ
く
り
や
情
報
交
換
し

る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
時
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
出
生
届
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
で
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
後
、
東
大
和
市
民

に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
市
民
課

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方

▽
日
時　

９
月
７
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
は

午
後
１
時
15
分
か
ら
）

▽
予
定
種
目　

①
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
②
ボ
ッ
チ
ャ
③
宝
取
り
鬼

ご
っ
こ

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
（
小
学
４
年

生
以
上
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
以
上
（
幼
児
は

付
添
い
が
必
要
）

▽
日
時　

９
月
７
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
期
間　

８
月

19
日
㈪
～
31
日
㈯
（
日
曜
日
は

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」

オ
リ
ジ
ナ
ル

出
生
届

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
遊
ぼ
う

さ
く
ら
が
お
か
児
童
館

さ
く
ら
ま
つ
り

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）

　
　
入
居
者
募
集

制
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

子
ど
も
・
子
育
て
憲
章

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
）
に
て
公
開
し
て
い
ま

す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
８
ま
で
。

▽
申
込
書　

８
月
23
日
㈮
ま
で

地
域
振
興
課
（
市
役
所
３
階
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
）、
市
民

セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
を
含

む
）
に
て
配
布

▽
申
込
受
付　

８
月
23
日
㈮
ま

で
に
地
域
振
興
課
へ
直
接
提
出

ま
た
は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

憲
章
検
討
部
会
を
設
置
し
、

「（
仮
称
）
子
ど
も
・
子
育
て

憲
章
」
の
制
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
第
１

回
の
会
議
の
様
子
を
、
市
の
ホ

◎
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
単
身
者
向

（
東
京
街
道
１
戸
・
向
原
１
戸
）、

同
２
人
世
帯
向
（
向
原
１
戸
）

▽
応
募
資
格　

①
～
⑤
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と
（
詳
し
く

は
申
込
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

①
原
則
、
65
歳
以
上
で
あ
る
こ

と②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

③
所
得
が
、
東
京
都
の
定
め
る

基
準
内
で
あ
る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
チ
ケ
ッ
ト
金
額　

１
枚
100
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
売
切
れ
次
第
終

了
で
す
。
ま
た
、
当
日
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

さ
く
ら
が
お
か
児

童
館
☎
042
─
567
─
２
２
３
７
ま

で
。

０
１
１
ま
で
。

▽
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物
、
靴
袋
、
タ
オ
ル
な
ど

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

ま
せ
ん
か
。
普
段
置
い
て
い
な

い
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
す
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
行
う
予
定
で
す
。
ま

た
、
妊
婦
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
見
学

会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
５
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─
565

─
３
６
５
１
ま
で
。

▶
ボ
ッ
チ
ャ
試
合
中
の
様
子

子ども・子育て憲章とは…

▲第１回「子ども・子育て憲
　章検討部会の様子」

　市民、地域関係者・事業所及び市が相互に
協力して、市の子育て環境のさらなる向上を
目指すための、子どもと大人の「行動規範」
です。来年開催予定の「市制50周年記念式典」
にて発表することを目指しています。　
◎市内小・中学校の代表児童生徒が参加
　制定作業の中心「子ども・子育て憲章検討
部会」には、30人（各回約半数ずつ参加）の

市内小・中学
校の児童・生
徒が参加し、
子どもならで
はの視点で意
見を述べ、活
発に議論を行
いました。

郷土博物館プラネタリウム「夕涼み投影」 夏の終わりに、平日夕方のプラネタリウムをお楽しみください。郷土博物館職員がお話をする投影です。日時　８月28日㈬
午後４時／定員　100人（先着順）／観覧料　大人300円、小・中学生100円／問合せ　郷土博物館☎042-567-4800まで

老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

 

老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、
社
会
奉
仕
活
動
、
健
康
増
進
活
動
な
ど
を
通
じ
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
組
織
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
回
市
内
に
17
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
、
２
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お

近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
。

■桜クラブ
現在、男性９人、女性36人で活動しています。
主な活動内容は、グラウンドゴルフなどの健
康づくりや、カラオケなどの生きがいづくり
です。おしゃべりをしながら持ち寄った手料
理を楽しむ「おしゃべりサロン」は一人暮らし
の方に好評です。また、地域の清掃活動等、社
会奉仕活動にも取り組み、年２回誕生会を開
催する等、会員同士の交流も深めています。

■湖畔いきいきクラブ
現在、男性37人、女性27人で活動していま
す。主な活動内容は、講師の指導のもと童謡の
練習をする「うたごえ広場」、昔の映画を鑑賞
する「湖畔名画座」、早朝ラジオ体操などです。
年に一度地域の子どもと一緒にもちつき大会
を実施し、異世代交流を図っています。また、
社会奉仕活動として、ウォーキングを兼ねた
地域の清掃活動を実施しています。

▶
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　の
様
子

▶
う
た
ご
え
広
場
の
様

　子

　

東
京
都
で
は
、
8
月
1
日
か

ら
無
料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
利
用
し
た
児
童
虐
待
防
止
の

た
め
の
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら

の
相
談
窓
口
「
子
ゴ
コ
ロ
・
親

ゴ
コ
ロ
相
談
＠
東
京
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
悩
み
や
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
相
談
時
間　

・
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
９

時・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
前

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談

子
ゴ
コ
ロ・
親
ゴ
コ
ロ

相
談
＠
東
京

９
時
～
午
後
５
時

▽
利
用
方
法　

下

の
二
次
元
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
読
み
取
り
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
「
友
だ
ち
登
録
」

を
行
い
相
談

▽
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保
健

局
少
子
社
会
対
策
部
計
画
課
☎

03
─
５
３
２
０
─
４
１
３
７
へ
。
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有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分けて
排出してください。／ごみ対策課・内線1241まで有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります。

　

国
保
制
度
と
健
康
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
年
２
回
（
８
月
と
12

月
）、
医
療
費
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、

５
月
に
医
療
機
関
等
で
受
診
し

た
際
の
医
療
費
と
６
月
に
柔
道

整
復
師
か
ら
市
に
対
し
て
請
求

の
あ
っ
た
療
養
費
の
全
体
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
た
だ
し
、

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
等
に
か
か
っ
た
総
医
療

費
が
三
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も

の
は
除
く
）。

　

国
保
の
場
合
、
医
療
証
等
を

お
持
ち
で
自
己
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
る
方
を
除
き
、
医
療
費
の

額
の
う
ち
、
３
割
（
未
就
学
児

は
２
割
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
は
２
割
か
ら
３
割
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
に
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
）
を
被
保
険
者
が
病
院
な
ど

の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
は
国

保
税
や
国
の
負
担
金
な
ど
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、

３
割
負
担
の
方
が
三
、
〇
〇
〇

円
を
窓
口
で
支
払
っ
た
場
合
は
、

七
、
〇
〇
〇
円
を
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
）。

　

適
切
な
受
診
は
、
国
保
財
政

の
健
全
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
学
習
活
動
に
参
加
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
手
助
け
に

な
る
よ
う
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
紹
介

や
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
等

を
掲
載
し
た
「
学
び
あ
い
ガ
イ

ド（
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
）」

を
発
行
し
ま
す
。

▽
閲
覧
・
配
布
場
所　

社
会
教

育
課（
市
役
所
５
階
）、
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
集
会
所
、

児
童
館
、
図
書
館
、
郷
土
博
物

館▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

　

市
で
は
、
旧
日
立
航
空
機
㈱

変
電
所
の
保
存
の
た
め
、
㈱
伊

藤
園
と
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
体
育

施
設
に
設
置
さ
れ
た
清
涼
飲
料

水
自
動
販
売
機
の
売
上
金
の
一

部
が
市
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン

ド
み
ん
な
の
体
育
館
２
階
、
東

大
和
市
ロ
ン
ド
桜
が
丘
フ
ィ
ー

ル
ド

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

変
電
所
保
存
の

た
め
に
売
上
金
の

一
部
が
寄
附
さ
れ
ま
す

学
び
あ
い
ガ
イ
ド

(

市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
）

国
民
健
康
保
険(

国
保)

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

ヒガシヤマト未来大学上北台
続・団地とまちをつなぐ 　フットパス活動とは、現存する自然や町並みを見て回る活動です。地

域の魅力が掘り起こされ、地元住民だけでなく、市外の来訪者にも楽し
んでもらい、地域の産物を試食したり、お土産に持ち帰るなど地域経済
にも貢献します。
　また、ホスト同居型の民泊は、フットパス活動の参加者にとっては滞
在施設として魅力的です。この講座の知識を基に、近隣地域を対象にフ
ットパス活動を一緒に作り上げていきませんか。

▽対象　高校生以上

▽期日　①９月28日㈯、②10月12日㈯、③10月19日㈯、④11月９日㈯

▽時間　①②③は、午前10時～正午。④は、午前10時～午後２時30分（予定）

▽場所　狭山公民館ほか

▽定員　20人（申込順）

▽講師　①加納敏氏（ホームステイツ三ツ木ホスト）
　　　　②砂田さと子氏（東大和市文化財・観光ガイド）
　　　　③尾留川朗氏（日本フットパス協会理事）
　　　　④西村洋一氏（アルキニスト倶楽部主宰）

▽持ち物　受講生にお知らせします

▽申込み・問合せ　９月14日㈯までに狭山公民館☎042-565-2700まで。

ヒガシヤマト未来大学狭山　フットパス活動と民泊

狭山公民館親子講座　～ハッピータイム～

　今年度は、まちに何か仕掛けたい人と手伝いたい
人が、それぞれスキル・想いを持ち寄り、さらに実
践的な学びを重ね、まちをつなぐ活動を目指してい
きます。詳細は下表のとおりです。

▽対象　高校生以上

▽時間　午前10時～正午

▽場所　上北台公民館

▽定員　20人（申込順）

▽申込み・問合せ　上北台公民館☎042-567-2691まで。

　地域に住む親子同士で様々な体験学習をしながら、交流や仲間づ
くりをしてみませんか。バラエティに富んだ内容の学習を開催しま
す。みんなで楽しい時間を過ごしましょう。

▽対象　満６か月～未就学児の親子

▽日時・内容・講師　右表のとおり

▽場所 　狭山公民館

▽定員　15組（申込順）

▽費用　①③⑤各回500円（材料費）

▽申込み・問合せ　狭山公民館☎042-565-2700まで。

回 期日 内容 講師
１ ９月７日㈯ チームづくり！オリエンテーション 上北台班スタッフ
２ ９月21日㈯ 先輩に学ぶ！地元・東大和らしさを活かした活動を知る 森林育代氏
３ 10月19日㈯・20日㈰ 現場を見る！公民館まつりに参加してみる
４ 10月26日㈯ 違いに学ぶ！いろんな地域、パターンから活動を考える 河野奈保子氏
５ 11月９日㈯ 実践！このチームで計画しよう 上北台班スタッフ
６ 11月30日㈯ 確認！まとめ役からみる活動への取組み 萩原修氏

公民館のイベント

回 日時 内容 講師

① ９月７日㈯
午前10時～正午

土鍋でふっくらごはん！
おにぎり作ろ

杉崎聡美氏
（エコールオカッテ食育教室講師）

② ９月21日㈯
午前10時～正午

どんな音がする？
世界の楽器を演奏しちゃお

川野めぐみ氏
（ドラムサークル＆音楽教室講師）

③ 10月12日㈯
午後１時30分～３時30分

親子で楽しくクッキング！
おやつ作ろ

杉崎聡美氏
（エコールオカッテ食育教室講師）

④ 10月19日㈯
午後１時30分～３時30分

音楽を通してワクワク＆
リフレッシュしちゃお

川野めぐみ氏
（ドラムサークル＆音楽教室講師）

⑤ 11月２日㈯
午後１時30分～３時30分

わが家のオリジナル！
マイはしおき作ろ

大橋詠理子氏
（陶工房遊子　陶芸講師）

　9月から、10月～令和２年9月分の指定収集袋の交付
が始まります。

▽既に申請がお済みの方　指定収集袋の交付場所等を記
　載した書類を順次郵送します。9月2日㈪～30日㈪の
　間にお受け取りください。
※土・日曜日、祝日は除く

▽申請がお済みでない方　ごみ対策課（市役所３階）窓
　口で申請を受け付けています。交付要件に該当するこ
　とがわかる証明物と印鑑（朱肉を使うもの）をご持参
　ください。交付要件は、市のホームページや「ごみ分
　別ガイド」をご覧ください。
※平成31年1月2日以降、市内に転入された方は、世帯
　員全員が非課税であることがわかる書類が必要です。

家庭廃棄物処理手数料の減免制度
〜要件に該当する方へ指定収集袋（ごみ袋）
を交付します〜 　皆さんがいつも排出している「ごみ」や「資源物」は、分別や排出方法が違うと

収集することができません。排出時の分別等について、今一度、確認しましょう。

【プラスチック素材のもの】
　「容器包装プラスチック」と、「プラスチックの製品」に分かれます。
容器包装プラスチックとはプラマークがついており、商品や中身が入っ
ていた『容器』や、包んでいた『包装』として使われていたプラスチッ
クのことです。

※プラスチック製品の、ハンガーやバケツ等は、容器包装プラスチックでは出せません。

【缶・びんの排出ポイント】
・びんのキャップ・ふたははずしましょう。
・中をゆすいでください。
・カゴ・コンテナに直接入れて、袋はお持ち帰りください。
※陶磁器類や耐熱ガラス等のガラス類は不燃ごみです。
※乾電池等の有害ごみやスプレー缶類は、カゴ・コンテナに入れないでください。

【庭木と木材】
　庭木や枝は、長さ50cm未満・太さ10cm未満にして、片手で容易に持てる量に
束ねることで、無料で排出できます。加工されている木材は、指定収集袋(有料)に
入れて排出してください。指定収集袋に入りきらない大きさのものは、粗大ごみです。

▽問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。ごみに関するお知らせ

　ごみ集積所や資源ステーションに設置されているコン
クリート土台の看板で、不用になった、もしくは撤去を
ご希望の場合は、ごみ対策課へご連絡ください。
　なお、看板の破損や劣化、ごみ集積所等の利用状況に
より、看板が不用と思われる場合、撤去することがあり
ます。ご理解ご協力をお願いします。

ごみ集積所・資源ステーション看板の撤去

確認しましょう！　誤りやすい分別

 プラスチックの製品は、15cmを基準に、可燃
ごみまたは不燃ごみに分別されます。
※指定収集袋に入りきらない大きさのものは、 
　粗大ごみです。

▲プラマーク

▲ハンガー ▲バケツ ▲タッパー

（例）

市役所☎042−563−2111（代） 令和 元 ・ 8 ・ 1 5    4東やまと市報



放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむね800
メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで

　

市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
及

び
雨
水
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
雨
水
浸
透
施
設
等
を
設
置

す
る
方
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補
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を
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す
。

※
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件
等
の
詳
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つ
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て
は
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ホ
ー
ム
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を
ご

覧
く
だ
さ
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。
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水
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透
施
設
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置
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助
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水
浸
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す
）

▽
対
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に
該
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す
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置
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傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
場
合
は
除
く
）

・
市
内
に
既
存
の
戸
建
て
住
宅

を
所
有
し
て
お
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。
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補
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に
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し
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費
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の
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３
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）

◎
雨
水
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留
槽
設
置
補
助
金
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雨
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タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
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▽
補
助
金
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設
置
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要
し
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費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
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▽
申
請
・
問
合
せ　

下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
１
ま
で
。

事
故
に
備
え
て

自
転
車
保
険
に
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
の
事
故
は
、
被
害
の

大
き
さ
に
よ
り
、
数
千
万
円
の

賠
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
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も
あ
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ま
す
。
こ
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賠
償
責
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歳
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責
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な
り
ま
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自
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た

め
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ご
自
身
で
任
意
に
契
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し

て
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た
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く
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。

　

な
お
、
市
で
は
自
転
車
保
険

の
受
付
や
取
り
扱
い
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
詳
し
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自
転

車
保
険
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取
り
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う
保
険
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等
に
ご
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談
く
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た
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一
部
の
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ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
携
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話
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社
で
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取
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扱
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
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木
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・
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線
１

２
１
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で
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次
の
開
発
事
業
を
行
う
場
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は
、
東
大
和
市
街
づ
く
り
条

例
に
基
づ
く
手
続
き
や
協
議
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必
要
と
な
り
ま
す
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注
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く
だ
さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
開
発
事
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①
都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
要
す
る
開
発
行
為

②
面
積
が
500
㎡
以
上
の
敷
地
に

お
け
る
建
物
の
建
築

③
高
さ
が
10
ｍ
を
超
え
る
建
物

の
建
築

④
地
上
３
階
以
上
の
建
物
の
建
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集
合
住
宅
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建

築⑥
敷
地
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自

動
車
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場
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設
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⑦
葬
儀
場
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設
置

⑧
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目
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と
す
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施
設
の
設
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⑨
ペ
ッ
ト
を
対
象
と
す
る
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葬

施
設
及
び
霊
園
の
設
置

⑩
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
設
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※
③
④
に
つ
い
て
は
、
自
己
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居
住
の
た
め
の
も
の
は
除
く

▽
問
合
せ 　
都
市
計
画
課
・

内
線
１
２
６
１
ま
で
。

上
北
台
駅
第
７
公
共

自
転
車
等
駐
車
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

上
北
台
駅
第
7
公
共
自
転
車

等
駐
車
場
（
全
て
一
時
利
用
・

自
転
車
71
台
）
が
新
た
に
8
月

31
日
（
予
定
）
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　

一
時
利
用
は
空
い
て
い
れ
ば

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

▽
料
金　

自
転
車
100
円
／
24
時

間
毎
・
1
回 

▽
公
共
自
転
車
等
駐
車
場
の
ご

利
用
・
運
営
に
関
す
る
問
合
せ 

　（
公
財
）
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
☎
03
―
６
２
６
２
―

５
２
９
０
（
平
日
午
前
9
時
～

午
後
５
時
15
分
）
へ
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
平成30年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を下表のとおり公表します。
これは、住民基本台帳法第11条第３項及び同法第11条の２第12項の定めに基づき、閲覧申出者の氏名やその目的を公表するものです。

▽問合せ　市民課・内線1013まで。
住民基本台帳法第11条 第１項による閲覧（国または地方公共団体）利用一覧　（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）

閲覧年月日 国・地方公共団体機関の名称
請求事由の概要

閲覧に係る住民の範囲法令で定める事務遂行のため
必要とする事務の内容 法令で定める事務

平成30年5月22日 自衛隊東京地方協力本部　部長　楠見　晋一 自衛官等の募集に伴う広報 自衛隊法　第29条第1項、同第35条 平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの男女
平成30年12月6日、7日 自衛隊東京地方協力本部　部長　荒井　正芳 自衛官等の募集に伴う広報 自衛隊法　第29条第1項、同第35条 平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれの男女

住民基本台帳法第11条の２第１項による閲覧（個人または法人）利用一覧　（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
閲覧年月日 申出者（法人の場合名称・代表者氏名） 委託元機関 閲覧目的 閲覧対象 閲覧件数

平成30年５月18日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 ＮＨＫ放送文化研究所 日本人の意識調査 桜が丘２丁目

立野４丁目 15

平成30年５月31日 株式会社サーベイリサーチセンター
　　　　代表取締役　藤沢　昌樹 東京都生活文化局 都民生活に関する世論調査 奈良橋１丁目 15

平成30年７月６日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 公益財団法人　新聞通信調査会 第11回メディアに関する全国世論調査 奈良橋１丁目 20

平成30年７月６日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 野村総合研究所 日常生活に関するアンケート調査 南街３丁目 45

平成30年７月６日 株式会社　エスピー研
　　　　代表取締役　安良岡　洋介 東京都生活文化局 都民のスポーツ活動・パラリンピックに関する世論調査 上北台２丁目 15

平成30年７月13日 一般社団法人　新情報センター
　　　　事務局長　平谷　伸次 文部科学省 進路や就業に関する意識調査 向原１～６丁目、

清水１～６丁目 40

平成30年７月18日 一般社団法人　新情報センター
　　　　事務局長　平谷　伸次 内閣府 青少年のインターネット利用環境実態調査（予備調査） 向原５・６丁目 25

平成30年７月25日 一般社団法人　輿論科学協会
　　　　理事長　大宮　泰三 東京都生活文化局 ボランティア行動等実態調査 仲原３丁目 25

平成30年８月28日 株式会社　アストジェイ
　　　　代表取締役　日達　富士美 東京消防庁 平成30年消防に関する世論調査 清水３丁目

仲原３丁目 24

平成30年９月６日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 農林水産省 平成30年度食育に関する意識調査 南街５丁目 15

平成30年９月19日 株式会社　タイム・エージェント
　　　　代表取締役　渡部　啓之 東京都福祉保健局 がん予防・検診等実態調査 上北台３丁目 25

平成30年９月21日 株式会社　サーベイリサーチセンター
　　　　代表取締役　藤沢　昌樹 東京都生活文化局 ゼロエミッション東京の実現に向けた自動車利用に関す

る世論調査 中央１丁目 15

平成30年９月21日 株式会社　サーベイリサーチセンター
　　　　代表取締役　藤沢　昌樹 東京都福祉保健局 東京都シルバーパス利用者等に対する意識調査 芋窪４丁目、桜が丘２丁目、

蔵敷３丁目 120

平成30年10月３日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 内閣府 ＮＰＯ法人に関する世論調査（附帯調査：マイナンバー

制度） 芋窪６丁目 16

平成30年10月３日 株式会社　日本リサーチセンター
　　　　代表取締役　鈴木　稲博

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構統計数理研究所 日本人の国民性　第14次全国調査 桜が丘３丁目 16

平成30年10月３日 株式会社　日本リサーチセンター
　　　　代表取締役　鈴木　稲博 ＮＨＫ放送文化研究所 11月全国個人視聴率調査 南街５丁目 12

平成30年10月４日 株式会社　エントリーサポート
　　　　代表取締役　宮崎　昌則 東京都生活文化局 広報広聴活動に関する調査 芋窪４丁目 15

平成30年10月17日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 内閣府 老後の生活設計と公的年金に関する世論調査 清水３丁目 16

平成30年10月17日 株式会社　日本リサーチセンター
　　　　代表取締役　鈴木　稲博 ＮＨＫ放送文化研究所 メディア利用の生活時間調査2018 向原４丁目 16

平成30年10月18日 一般社団法人　新情報センター
　　　　事務局長　平谷　伸次 内閣府 青少年のインターネット利用環境実態調査（低年齢） 桜が丘２丁目 20

平成30年10月19日 株式会社　ＲＪＣリサーチ
　　　　代表取締役　佐野　耕太郎

独立行政法人
労働政策研究・研修機構

子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関す
る調査2018（第５回子育て世帯全国調査） 南街１～５丁目 28

平成30年11月16日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 株式会社　野村総合研究所 日本放送協会のテレビ視聴に関する調査 清水５丁目 14

平成30年12月11日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 国土交通省 平成30年度土地問題に関する国民の意識調査 高木２丁目 15

平成31年２月21日 一般社団法人　中央調査社
　　　　会長　大室　真生 一般財団法人　日本宝くじ協会 宝くじに関する世論調査 向原６丁目 21

雨
水
浸
透
施
設
・

雨
水
貯
留
槽
の

設
置
補
助
制
度

開
発
事
業
を

行
う
に
は
届
出
や

協
議
が
必
要
で
す
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数
の
30
・
３
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
電
気
コ
ー
ド
の
踏
み
つ
け
、

結
束
、
無
理
な
折
り
曲
げ
は
、

や
め
ま
し
ょ
う　

②
コ
ン
セ
ン

ト
に
溜
ま
っ
た
ほ
こ
り
は
、
清

掃
し
ま
し
ょ
う　

③
た
こ
足
配

線
は
や
め
ま
し
ょ
う　

④
電
気

製
品
の
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

使
い
方
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う　

⑤
長
年
使
用
し

て
い
る
電
気
製
品
は
、
使
用
時

に
異
常
の
有
無
を
点
検
し
ま
し

ょ
う
／
北
多
摩
西
部
消
防
署
☎

042
―
565
―
０
１
１
９
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
創
業
準
備
・
新
規
事

業
コ
ー
ス（
10
月
１
日
㈫
利
用

開
始
）の
申
込
み
募
集
中

　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、
創
業

を
目
指
す
個
人
、
創
業
間
も
な

い
法
人
へ
１
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
専
属
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
構
築
等
を
支

援
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
他

の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
随
時
利

用
申
込
を
受
付
中
で
す
。
各
コ

ー
ス
の
詳
細
は
「
中
小
機
構
ビ

ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
申
込
期
限

８
月
31
日
㈯
／
ビ
ジ
ネ
ス
ト
担

当
☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

話
通
訳
者
登
録
認
定
審
査
（
令

和
２
年
３
月
７
日
㈯
予
定
）
を

受
験
す
る
方
で
、
か
つ
合
格
後

に
手
話
通
訳
活
動
が
可
能
な
方

／
９
月
２
日
～
令
和
２
年
３
月

２
日
の
毎
週
月
曜
日
（
全
20
回
。

祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
い

ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分
／
場
所　

社
会
福
祉
協
議

会
他
／
修
了
要
件　

講
座
に
４

分
の
３
以
上
出
席
し
た
方
／
費

用　

一
、
〇
八
〇
円
（
資
料
代

等
。
講
座
初
日
に
集
金
）
／
申

込
期
限　

８
月
26
日
㈪
／
社
会

福
祉
協
議
会
☎
042
―
564
―
０
０

１
２
へ
。

気
循
環
を
組
み
合
わ
せ
た
利
用

も
効
果
的
で
す
。

③
輻ふ

く
し
ゃ射
：
人
間
が
感
じ
る
熱
さ

に
は
、
気
温
・
湿
度
・
気
流
だ

け
で
な
く
、
太
陽
光
や
地
面
か

ら
の
照
り
返
し
等
か
ら
直
接
・

間
接
的
に
受
け
る
輻
射
熱
も
関

係
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

て
い
て
も
、
日
光
等
か
ら
の
輻

射
熱
を
受
け
る
と
熱
さ
を
感
じ

ま
す
。
窓
か
ら
入
る
太
陽
の
光

は
、
遮
光
フ
ィ
ル
ム
や
カ
ー
テ

ン
な
ど
で
遮
断
し
、
エ
ア
コ
ン

を
効
果
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
第
13
回
歯
ミ
カ
ッ
プ
の
参
加

者
・
参
加
施
設
募
集

　

障
害
の
あ
る
方
や
障
害
者
施

設
の
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
の

取
組
を
募
集
し
ま
す
。

　

10
月
17
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
／
場
所　

く
に
た
ち
市

民
総
合
体
育
館
（
参
加
者
全
員

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
）

／
応
募
方
法　

９
月
13
日
㈮
ま

で
に
応
募
用
紙
を
多
摩
立
川
保

健
所
（
〒
190- 

0021
立
川
市
羽
衣
町

２
―
63
）
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
042
―
528
―
２
７
７
７
／
応

募
用
紙
は
同
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
／

多
摩
立
川
保
健
所
保
健
医
療
担

当
☎
042
―
524
―
５
１
７
１
へ
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
か
ら
～

電
気
火
災
を
防
ご
う
！

　

平
成
30
年
中
、
東
京
消
防
庁

管
内
で
は
三
、
九
七
三
件
の
火

災
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
電
気

設
備
機
器
な
ど
に
よ
る
火
災
は

一
、
二
〇
五
件
で
、
前
年
と
比

べ
て
53
件
増
加
し
、
全
火
災
件

◎
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳

（
昭
和
55
年
４
月
２
日
～
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
現
在
治
療
中
の
方
、
職
場
で

の
健
診
を
受
け
て
い
る
方
は
除

く
）
／
10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
）
／
場
所　

指
定
医
療
機
関

（
東
大
和
市
・
小
平
市
・
武
蔵

村
山
市
）
／
240
人
（
抽
選
）
／

身
長
・
体
重
測
定
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
等
／
９

月
下
旬
頃
に
、
受
診
可
能
な
方

へ
健
診
票
の
送
付
を
予
定
。

◎
肺
が
ん
検
診
〔
後
期
（
大
腸

が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
検
診
が

可
能
）〕

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

〔
現
在
、
呼
吸
器
疾
患
で
治
療

中
ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方
、

肺
が
ん
検
診
（
前
期
）
を
受
診

し
た
方
は
除
く
〕
／
10
月
31
日

㈭
、
11
月
６
日
㈬
（
午
前
及
び

午
後
）
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー（
検
診
車
）／
400
人（
抽

選
）
／
質
問
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
直
接
撮
影
等
／
10
月
中
旬
以

降
に
、
受
診
可
能
な
方
へ
検
診

票
の
送
付
を
予
定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合　

同
時

に
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診
は
、

肺
が
ん
検
診
の
検
査
日
に
検
体

を
提
出
（
女
性
の
方
は
、
月
経

期
間
中
の
検
査
は
控
え
て
く
だ

さ
い
）
／
質
問
、
便
潜
血
検
査

（
２
日
分
の
採
便
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
10
月
の
募
集
時

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
（
検
）
診
の
申
込
方
法
】

・
郵
送
：
は
が
き
に
次
の
と
お

り
記
入
し
、
９
月
８
日
㈰
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き

１
人
１
検
診
の
申
込
み
と
し
ま

す
。

※
肺
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方

は
、
第
１
～
第
３
希
望
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
：
９
月
８
日
㈰
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
／
８
月
22

日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
し

ま
し
ょ
う
／
母
子
健
康
手
帳
／

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

35
歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
）
／
８

月
28
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ
～

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
歓
迎
）
／
８
月
30
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

情報マップ

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
／
９
月
４
日
㈬
午
前

10
時
～
正
午
（
事
前
予
約
制
）

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
ミ
ニ
糖
尿
病
予
防
教
室
「
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
血
糖
値

が
気
に
な
る
方
、
食
事
の
量
や

カ
ロ
リ
ー
が
気
に
な
る
方
、
糖

尿
病
予
防
に
も
役
立
つ
食
事
の

摂
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
（
試
食
あ
り
）。

　

市
内
在
住
の
概
ね
64
歳
ま
で

の
方
／
９
月
11
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～
４
時
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込
順
）

／
栄
養
講
話
、
栄
養
相
談
／
筆

記
用
具
、
健
康
手
帳
、
電
卓（
お

持
ち
の
方
）

■
東
大
和
市
不
妊
検
査
費
及
び

治
療
費
の
助
成

　

市
で
は
、
東
京
都
不
妊
検
査

及
び
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
、

ま
た
は
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
で
、

１
回
の
治
療
に
そ
の
助
成
金
を

超
え
る
費
用
が
か
か
っ
た
方
に

対
し
て
、
東
京
都
が
実
施
し
て

い
る
助
成
制
度
に
加
え
、
市
が

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者　

東
京
都
不

妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限

１
万
円
／
申
請
時
必
要
書
類
等

東
京
都
「
不
妊
検
査
等
助
成
承

認
決
定
通
知
書
」
の
写
し
、
東

京
都
「
不
妊
検
査
等
助
成
事
業

受
診
証
明
書
」
の
写
し
、
振
込

口
座
番
号
・
口
座
名
義
人
等
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
、
申

請
者
の
印
鑑

②
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
対
象

者　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限

３
万
円
／
申
請
時
必
要
書
類
等

東
京
都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
承
認
決
定
通
知
書
」
の
写
し
、

東
京
都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
」
の
写

し
、
特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領

収
書
の
写
し
、
振
込
口
座
番

号
・
口
座
名
義
人
等
を
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
、
申
請
者
の

印
鑑
／
申
請
書
等
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
熱
中
症
に
注
意
！
～
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
空
調
設
備
の
使

用
ポ
イ
ン
ト

①
設
定
温
度
：
エ
ア
コ
ン
の
設

定
温
度
は
機
械
の
セ
ン
サ
ー
に

よ
っ
て
実
態
と
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
人

が
い
る
場
所
で
の
気
温
を
正
し

く
測
定
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、

28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
適
切

な
温
度
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
外
気
温
と
室
温

の
差
が
大
き
い
と
部
屋
に
出
入

り
す
る
際
に
体
の
負
担
に
な
り

ま
す
。
出
入
り
が
頻
繁
な
場
合

に
は
外
気
温
と
の
差
は
３
～

４
℃
以
内
を
目
安
に
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
の
人
数
、

活
動
内
容
、
服
装
な
ど
に
合
わ

せ
て
上
手
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

②
気
流
：
冷
気
が
長
時
間
直
接

人
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
エ
ア

コ
ン
の
羽
を
「
ス
イ
ン
グ
」
に

す
る
な
ど
工
夫
し
、
ま
た
冷
気

が
部
屋
の
下
層
の
み
に
溜
ま
ら

な
い
よ
う
に
扇
風
機
に
よ
る
空

８月15日（木）は74回目の終戦記念日です。戦争により尊い命をなくされた方々の冥福と、恒久平和の実現を祈念
するため、正午から1分間の黙とうにご協力をお願いします／問合せ　社会教育課・内線1555まで

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
さ
わ
や
か
講
座
開
催

　

東
大
和
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
協
力
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
い
る
ご
家
庭
の
子
育
て
支
援
、

産
前
産
後
の
方
の
い
る
ご
家
庭
、

高
齢
者
等
（
障
害
者
・
病
人
含

む
）
へ
の
家
事
支
援
等
で
す
。

協
力
会
員
に
な
る
に
は
、
さ
わ

や
か
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
は
、

有
償
の
支
援
活
動
で
す
。
謝
礼

を
お
支
払
し
ま
す
が
、
定
額
の

収
入
を
見
込
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

８
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30
分

～
５
時
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
／
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
☎

042
―
567
―
０
０
１
３
へ
。

◎
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　

当
会
主
催
の
手
話
講
習
会
上

級
修
了
者
等
を
対
象
に
、
手
話

通
訳
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
東
大
和
市
手
話

通
訳
者
登
録
認
定
審
査
を
受
験

す
る
場
合
、
こ
の
講
座
の
受
講

修
了
が
必
須
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

手
話
講
習
会
（
上
級
）
を
修

了
し
、
今
年
度
の
東
大
和
市
手

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
９
月
６
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
・
肺
が
ん
検
診

は
前
期
の
検
診
に
申
込
み
い
た

だ
き
、
抽
選
で
落
選
さ
れ
た
方

を
優
先
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
健
（
検
）
診
の
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ
は
９
月
６
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

2 0 7 ー 0 0 1 5

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
診（
健
診
）名
を
記
入
〕

62円分
 の切手

（はがき裏） （はがき表）
１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．  生年月日・年齢・性別
４．電話番号

① ○月○日（○曜日）午前・午後　　
② ○月○日（○曜日）午前・午後　
③ ○月○日（○曜日）午前・午後　

５．検診日時

※肺がん検診は以下についても
記入してください（第1～3希望日、
午前、午後を選び記入してください）。

※必ず大腸がん検診同時実施の有無
も記入してください。

成
人
健
康
診
査

　
　
　（
若
年
層
）

 

肺
が
ん
検
診

　
　
　
　（
後
期
）

市役所☎042−563−2111（代） 6東やまと市報 令和 元 ・ 8 ・ 1 5



０
５
３
１
へ
。

■
700 

MHz（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）帯
携
帯

基
地
局
か
ら
の
電
波
に
よ
る
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
３
月
か
ら
、
各
携

帯
電
話
事
業
者
が
新
し
い
電
波

（
700 

MHz
帯
）を
使
用
す
る
た
め
、

試
験
電
波
を
発
射
し
、
一
部
の

テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
影
響

を
防
止
す
る
た
め
の
工
事
を
一

般
社
団
法
人
700 

MHz
利
用
推
進
協

会
（
㈱
NTT 
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

㈱
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
㈱
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
の
４
社
が
設

立
）
が
実
施
し
ま
す
。
工
事
に

か
か
る
費
用
は
同
協
会
が
負
担

し
ま
す
の
で
、
工
事
作
業
者
が

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
受
信
障
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
世
帯
へ
は
作
業
員

が
訪
問
し
作
業
内
容
を
説
明
し
、

無
償
で
対
策
作
業
を
行
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
／
700 

MHz
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２

０
―
700
―
012
午
前
９
時
～
午
後

10
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）
へ
。

／
９
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
／
50
人
（
申
込
順
）
／
建
築

職
人
さ
ん
の
仕
事
を
体
験
（
大

工
・
塗
装
他
）
／
作
業
し
や
す

い
服
装
／
■問
同
支
部
・
中
嶋
042

―
563
―
２
６
６
６

■
中
国
語
講
座
受
講
生
募
集
～

新
期
説
明
会
（
多
摩
中
国
語
講

習
会
）
／
８
月
31
日
㈯
午
後
２

時
～
４
時
／
会
場
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
／
50
年
の
歴
史

を
も
つ
自
主
サ
ー
ク
ル
で
、
月

～
土
曜
日
に
開
講
。
ク
ラ
ス
は

入
門
～
中
級
で
複
数
ク
ラ
ス
受

講
可
／
■費
６
か
月
三
万
六
千
円

／
■問
同
会
070
―
４
１
０
９
―
５

２
８
５

■
還
暦
野
球
会
員
募
集
（
東
大

和
ク
ラ
ブ
）
／
58
歳
以
上
の
男

女
／
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～

正
午
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
上

仲
原
野
球
場
／
■月
二
千
円
／
■問

羽
生
042
―
562
―
０
１
１
３

■
ゴ
ル
フ
会
員
募
集
（
ゴ
ル
フ

協
会
）／
市
内
在
住（
友
人
可
）・

在
勤
／
年
３
回
／
■場
近
く
の
ゴ

ル
フ
場
／
■年
三
千
円
／
■問
坪
池

042
―
563
―
３
７
５
６

■
８
月
29
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬

は
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

り
／
■問
佐
藤
090
―
３
５
４
９
―

１
０
４
５

■
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
が
し
や

ま
と（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
会
）

／
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
／

８
月
25
日
㈰
（
毎
月
第
４
日
曜

日
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

時
／
■場
上
北
台
老
人
福
祉
館
／

お
し
ゃ
べ
り
、
脳
ト
レ
、
悩
み

ご
と
相
談
他
／
■費
100
円
／
■持
趣

味
用
品
、飲
食
物（
ラ
ン
チ
等
）

持
ち
込
み
自
由
／
■問
後
籐
042
―

562
―
９
５
５
８

■
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／
市
民
／
８
月
27

日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と

み
ん
な
で
歌
を
唄
う
会
／
■持
飲

料
水
／
■問
後
籐
042
―
562
―
９
５

５
８

■
地
域
交
流
会
「
第
三
み
ん
な

の
家
に
行
っ
て
み
る 

Day
」（
第
三

み
ん
な
の
家
）
／
市
民
／
９
月

１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時

／
■場
第
三
み
ん
な
の
家
／
作
品

販
売
、
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
等

（
バ
ザ
ー
品
募
集
し
て
い
ま
す
）

／
■問
第
三
み
ん
な
の
家
042
―
562

―
８
７
７
６

■
キ
ッ
ザ
ー
テ
ク
ト
「
こ
ど
も

工
務
店
ご
っ
こ
」（
建
設
ユ
ニ
オ

ン
多
摩
中
央
支
部
）
／
小
学
生

110
番
」
強
化
週
間
で
す

　

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家

庭
内
で
の
児
童
虐
待
で
悩
ん
で

い
た
ら
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
／
電
話
番
号

０
１
２
０
―
007
―
110
／
開
設
時

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）
／
強
化
週
間
外

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）
／
■問
東
京
法

務
局
人
権
擁
護
部
第
二
課
03
―

５
２
１
３
―
１
２
３
４

■
都
立
八
王
子
盲
学
校
公
開

　

９
月
20
日
㈮
午
前
９
時
～
午

後
０
時
50
分
／
■場
都
立
八
王
子

盲
学
校
／
授
業
公
開
、
個
別
相

談
、
寄
宿
舎
見
学
等
／
■問
同
校

042
―
623
―
３
２
７
８
、
フ
ァ
ク

ス
042
―
623
―
６
２
６
２

■
立
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

税
務
署
が
発
行
し
た
ID
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
「
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
が
無
く
て
も

e
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
が
で

き
ま
す
。
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の

取
得
は
税
務
署
の
窓
口
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
立

川
税
務
署
042
―
523
―
１
１
８
１

■
向
原
地
域
納
涼
大
会
（
向
原

団
地
中
央
集
会
所
管
理
委
員
会
）

／
８
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
後

５
時
～
９
時
30
分
／
■場
向
原
団

地
中
央
公
園
／
模
擬
店
、
盆
踊

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
９
１
ま
で
。

納期限　９月２日（月）
・市・都民税　　　　 　　　　 第２期
・国民健康保険税　　　　　　　 第２期
・介護保険料　　　　　　　　　 第２期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
　・後期高齢者医療保険料　　　　 第２期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
生
き
る
た
め
の
図
書
館

竹
内
悊
さ
と
る
著

・
ひ
と
り
で
、
考
え
る

 

小
島 

俊
明 

著

・
内
閣
情
報
調
査
室

 

今
井 

良 

著

・
刑
罰シ

ー
ラ
ッ
ハ
，　 

　
　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・

フ
ォ
ン 

著

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

健康ひとくちメモ

食べ過ぎてしまった時は
１週間で調整を

　１日にとるエネルギー量は一定に、３
食バランスよく主食・主菜・副菜のそろ
った定食スタイルの食事を食べることが
理想です。
　しかし、ときには、外食や旅行先など
で、その理想どおりにいかないこともあ
ります。「食べすぎた」と思ったら、その
あとの食事や、１週間の中で調整してい
くようにしましょう。
　例えば、前の晩に焼き肉を食べすぎた
場合、翌日は不足している野菜を多めに
とるようにします。焼き肉などの脂質の
多いものを食べすぎたあとは、ビタミン
や食物繊維が身体の代謝を促してくれる
ため、翌日の朝食では、サラダや茹で野
菜を中心にするとよいでしょう。バター
やクリームを使った菓子パンは控え、食
物繊維の豊富な全粒粉のパンや雑穀米ご
はんのおにぎりなどをおすすめします。
焼き肉の場合は、塩分摂取も多くなりが
ちなので、翌日から２～３日は塩分を控
えるため、味噌汁やスープの代わりに、
お茶やコーヒーなど糖分や塩分を含まな
い飲み物での水分補給をおすすめします。
　また、揚げ物やピザ、ハンバーグ、フ
ァーストフードなどを食べすぎてしまっ
たり、旅行などで数日にかけて食べすぎ
てしまったという場合も、翌日の食事か
ら調整します。主菜のたんぱく質は焼き
魚や刺し身、豆腐、納豆などでとる、副
菜には、海藻やきのこを使った小鉢や、
青菜やトマト、玉ねぎなど抗酸化作用の
強い野菜料理がおすすめです。
　また、納豆やレバー、卵などに多く含
まれるビタミンＢ２は脂肪燃焼を促すの
でおすすめします。
　この時期は、旅行に出かけたり外出す
る機会が増えますが、楽しむときは楽し
み、その後の１週間の中で食事を調整す
ることで、メリハリをつけていきましょ
う。
健康に関する相談・問合せは、
市立保健センター☎042-565-5211まで。

平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただく
ようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで
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石
橋 

修
致 

著

〈
児
童
書
〉

・
エ
ジ
ソ
ン

ク
ー
ル
マ
ン
，ト
ー
ベ
ン 

作

・
な
ま
は
げ
小
賀
野 

実 

文

・
ア
ト
リ
と
五
人
の
王

　

菅
野 

雪
虫 

著

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◎
働
く
会
員
を
募
集

　

仕
事
は
、
除
草
・
清
掃
、
植

木
せ
ん
定
、
家
事（
掃
除
・
洗

濯
・
食
事
作
り
）、生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
、
施
設
管
理
、
自
転
車

等
駐
輪
指
導
、
チ
ラ
シ
配
布
、

事
務
、
品
出
し
、
接
客
、
製
造
、

調
理
補
助
、
保
育
補
助
な
ど
で

す
。
市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
会
員

に
な
る
に
は
入
会
説
明
会（
事

前
予
約
）に
参
加
し
、会
員
登
録

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
は
（
公
財
）

東
京
し
ご
と
財
団
に
雇
用
さ
れ

た
労
働
者
と
し
て
、事
業
主（
派

遣
先
）
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け

る
仕
事
（
事
務
、
品
出
し
、
接

客
、
調
理
補
助
、
保
育
補
助
、

製
造
業
務
、資
源
物
選
別
な
ど
）

に
従
事
し
ま
す
。
60
歳
以
上
の

方
の
入
会
・
事
業
主
か
ら
の
発

注
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

■
富
士
見
通
り
商
栄
会
「
空
き

店
舗
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

　

商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
す

「
地
方
創
生
活
気
あ
る
商
店
街

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

南
街
に
あ
る
「
富
士
見
通
り
商

栄
会
」
の
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
チ

ェ
レ
ス
テ
・
ガ
ー
デ
ン
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
31
日
㈯
／
場
所　

チ
ェ

レ
ス
テ
・
ガ
ー
デ
ン（
南
街
２
―

109
―
11)

／
無
料
／
10
人(

申
込

順
。
定
員
未
達
の
場
合
、
当
日

参
加
有)

／
㈱
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス

担
当
☎
042
―
512
―
９
９
５
８
へ
。
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窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

ペットボトルをリサイクルしよう
　近年、海洋へのプラスチックごみの流出が問
題となっています。プラスチックは元々地球上
に存在しなかった物質なので、環境中に捨てら
れたものは分解されずに、果ては海に到達しま
す。海の生き物がそれを飲み込んだり、傷つい
て命を落とす事態にまで発展してしまっていま
す。
　だからといって、いきなりプラスチックの使
用を禁止するわけにはいきません。もはや、私
たちの生活にプラスチックは必需品となってい
ます。ペットボトルや食品のトレーなど、身近
なものを挙げればキリがないほど、プラスチッ
ク製品は溢れています。海洋へのプラスチック
の流出がなくならないのも頷けます。
　そのような状況の中、セブンイレブンは市内
の全店舗に「ペットボトル自動回収機」を設置
しました。この機械でペットボトルを回収し、
それをまたペットボトルへとリサイクルするの
です。回収できるペットボトルは無色透明のも
のですが、この回収機を利用するだけでも、回
収したペットボトルの分だけごみを減らすこと
ができるのです。
　早速私も、この回収機を利用してみました。
まず緑のボタンを押し、回収口にペットボトル
を入れます。すると、機械がペットボトルを吸
い込み、ペットボトルが潰されてグシャっとい
う音が聞こえました。最後に再び緑のボタンを
押して終了です。何も難しいことはありません
でした。また、nanacoカードを所持していれ
ば、ペットボトル５本につき１ポイントがもら
えます。ペットボトルをリサイクルに出すだけ
でポイントがもらえるのです。お得ですね！
　出したごみの行く先が分かっているからこ
そ、環境に配慮したという実感が湧くのではな
いでしょうか。プラスチックの利用について考
え直す良い機会だと私は思います。
　皆さんも、ぜひ環境に優しいリサイクル活動
をしてみませんか。

（市民記者　本合弘樹）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
給
で
き
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
申
込
み
の

際
は
、
年
金
事
務
所
、
市
役
所

及
び
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す

　

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
申
出
書

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

保
険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
及

び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額

保
険
料
」
で
す
。
過
去
の
未
払

い
分
及
び
保
険
料
の
一
部
を
免

除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
毎
月
払

い
（
毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末

に
支
払
い
）
に
は
割
引
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
年
前
納
、
一
年
前

納
及
び
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、

現
金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
額

で
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お

支
払
い
回
数
は
１
回
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
産

前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
に

出
産
を
し
た
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

▪
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事
務

所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま
た

は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

市報の宅配サービスを
　　　　　ご利用ください

　市内にお住まいで新聞を購読していないご
家庭へ、市報を無料で宅配するサービスを行
っています。
　申込みは電話や窓口、電子申請で随時受け
付けていますので、ご利用になりたい方は、
お気軽にお問い合わせください。

▷問合せ　秘書広報課・内線1411まで。

【お知らせ】「大ホールホワイエ単独利用」「大・小ホール直前割引利用」受付中
●大ホールホワイエ『単独利用』
約620㎡の空間（ 2 階を含む）。展
示、会議、レセプション、バザー
など幅広くご利用いただけます。
ご利用日が属する月の 3 か月前
の 1 日（市民）、15日（一般）から
受付。利用料金は大ホール（全
体）施設使用料の15％

●大ホール・小ホール『直前割引』
ご利用日が属する月の 3 か月前の 1
日（市民・一般）から施設を割引料
金で受付。利用料金は大・小ホール
施設使用料の70％

利用料金（市民利用の場合　単位：円）

利用料金（市民利用の場合　単位：円）
利用区分 午前 午後 夜間 全日

大ホール
平日 15,400 24,500 29,400 61,600

土･日･休日 18,900 30,800 37,100 77,000

小ホール
平日 5,600 9,800 11,900 23,800

土･日･休日 7,000 11,900 14,700 29,400

利用区分 午前 午後 夜間 全日
大ホール
ホワイエ

平日 3,300 5,250 6,300 13,200
土･日･休日 4,050 6,600 7,950 16,500

　発売中の公演　
■Concert for KIDS ～０才からのクラシック® ～
10月 5 日㈯午前11時開演／大ホール／全席指定／一般1,500円（友の会1,350円）小学生以
下700円 ／小さなお子さんも 1 人につきチケット 1 枚が必要／出演 鵜木絵里（ソプラノ）、
礒絵里子（ヴァイオリン）、加藤直明（トロンボーン）、新居由佳梨（ピアノ）／曲目オペラ

「ラ・ボエーム」より『私が街を歩くと』（プッチーニ）、きらきら星変奏曲（モーツァルト）ほか

　ロビーコンサート　　
■ロビーコンサート vol.222
国立音楽大学学生によるコンサート

「Summer Concert」
8 月28日㈬正午開演／入場無料

　9月の施設利用申込み　　　
大・小ホールは令和 2 年 9 月分、その他の施設は令和 2 年 3
月分です。なお、市民を対象とした調整会議は、9 月 1 日㈰
午後 1 時30分から行います。

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　TEL　042-528-3722へ
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